
静岡県・浜松市 医療健康分野における地域産業クラスター計画の概要

３．目指す姿（目標） ４．勝ち筋 ５．政策手段

１．産業領域
医療健康分野
（医薬品製造業、医療用機械器具・医療用品製造業）

２．対象エリア
静岡市、浜松市、沼津市、三島市、富士宮市、

富士市、藤枝市、御殿場市、裾野市、伊豆の国市、

伊豆市、函南町、清水町、長泉町、小山町

様式１－２

（１）投資促進に向けた課題
• スタートアップ等の先端技術と地域企業の

マッチング機会の拡充が必要

• 県外企業の大規模投資を受け入れる産業

用地の確保が必要

• 医療関連産業で活躍する若手人材の確保が

必要

（２）講じるべき政策パッケージ
•市場にインパクトを与える製品開発に向けた

ファルマバレーセンターによる伴走支援

•高度な技術を持つ県外企業やスタートアップ

とのマッチング

•総合特区を活用した山梨県との広域サプライ

チェーン構築や医療機器等の共同開発支援

• 利子補給やファンドサポート等の資金調達支援

• 市町と連携した産業用地確保と企業誘致活動

•大学や高専等と連携した若年層人材育成

（１）現状の整理
• 静岡がんセンターを中心とした医療城下町の

形成により、医薬品・医療機器合計生産金額

は8年連続1兆円超。全国トップクラスを達成

• 直近の内閣府総合特区評価において、ライフ

イノベーション分野で2年連続全国1位を獲得

• 世界に先駆け超高齢社会に対応すべく、医療

田園都市構想を推進

• 浜松医科大学を中心とする医工連携拠点

• 技術革新への対応、人材や用地不足等が課題

（２）目指すべき目標（KGI）
• 官民設備投資額：800億円

• 付加価値増加額：500億円

• 産業人材育成数：215人

• 医薬品・医療機器合計生産金額1.2兆円

（１）基本戦略
• 20年超にわたる産学官金連携の取組に加え、

スタートアップや地域企業の医療健康産業へ

の参入を促進

• 静岡がんセンター等の臨床現場ニーズを起点

に、超高齢社会を見据えた高付加価値製品

を全国に先駆けて開発（「３歩の住まい」の

取組ほか）

• ファルマバレーセンターによる技術開発から製

品化、販路開拓までの一貫した伴走支援によ

り、本県発のインパクトある製品開発を推進

• 首都圏や関西圏双方への良好なアクセスと全

国トップクラスの補助制度を活かした企業誘致

（２）投資の具体像
官：県東部を中心とした産業用地整備

民：県内企業の拡張、県外企業誘致に伴う

新規工場の立地

世界に貢献する医療健康産業の拠点形成

国内に類を見ない医療機関を中心としたクラスター

静岡がんセンター ファルマバレーセンター

スタートアップ

地域企業

患者・家族

医療機関・大学
研究機関

製薬企業
医療機器企業

補助金・助成制度

ビジネスマッチング

人材育成・リスキリング

国内外への展開

研究者
医療専門人材

静岡県全域へ波及

地域の活力向上へ

静岡県・自治体・支援機関・金融機関による強力なサポート
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